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(57)【要約】
【課題】グランド接続を十分に確保しノイズ障害を防止
することができるケーブルコネクタを提供する。
【解決手段】ケーブルコネクタは、レセプタクルコンタ
クト５０が、コンタクト部５０ａと、コンタクト部５０
ａから一体に繋がって後方側に延びレセプタクル側保持
部材５１に保持される圧入部５０ｂと、圧入部５０ｂか
ら一体に繋がってレセプタクル側空間５２と反対側に配
置されるリード部５０ｃとを有し、レセプタクルコンタ
クト５０′が、コンタクト部５０ａ′と、コンタクト部
５０ａ′から一体に繋がって後方側に延びレセプタクル
側保持部材５１に保持される圧入部５０ｂ′と、圧入部
５０ｂから一体に繋がって前方側に折り返されてレセプ
タクル側空間５２側に配置されるリード部５０ｃ′とを
有し、シールド部材６０には、レセプタクル側空間５２
内であって隣接するリード部５０ｃ′同士の間に、プラ
グコネクタＰの第１シェル部材３０と接触するグランド
接続用の第２グランド端子７２が一体に繋がって形成さ
れている。
【選択図】図１８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プラグ側嵌合部を有した絶縁材料製のプラグ側保持部材、先端に位置する接触部を前記
プラグ側嵌合部内に突出させて前記プラグ側保持部材に保持された複数のプラグコンタク
ト、前記プラグ側保持部材の底部を覆うように設けられた金属製のシェル部材からなり、
前記プラグコンタクトにケーブルの一端が接続されたプラグコネクタと、
　レセプタクル側嵌合部を有した絶縁材料製のレセプタクル側保持部材、先端に位置する
接触部を前記レセプタクル側嵌合部内に突出させて前記レセプタクル側保持部材に保持さ
れた複数のレセプタクルコンタクト、前記レセプタクル側保持部材の底部を覆うように設
けられた金属製のシールド部材からなるレセプタクルコネクタとから構成され、
　前記レセプタクル側嵌合部に前記プラグ側嵌合部を嵌合させて前記プラグコンタクトを
前記レセプタクルコンタクトに接続させるケーブルコネクタであって、
　レセプタクルコンタクトは、交互に並んで配列された複数の第１レセプタクルコンタク
トおよび第２レセプタクルコンタクトからなり、
　前記第１レセプタクルコンタクトは、第１接触部と、前記第１接触部から一体に繋がっ
て後方側に延び前記レセプタクル側保持部材に保持される第１固定部と、前記第１固定部
から一体に繋がって前記レセプタクル側嵌合部と反対側に配置される第１リード部とを有
し、
　前記第２レセプタクルコンタクトは、第２接触部と、前記第２接触部から一体に繋がっ
て後方側に延び前記レセプタクル側保持部材に保持される第２固定部と、前記第２固定部
から一体に繋がって前方側に折り返されて前記レセプタクル側嵌合部側に配置される第２
リード部とを有し、
　前記シールド部材には、前記レセプタクル側嵌合部内であって隣接する前記第２リード
部同士の間に、前記プラグコネクタの前記シェル部材と接触するグランド接続用のレセプ
タクル側グランド端子が一体に繋がって形成されていることを特徴とするケーブルコネク
タ。
【請求項２】
　前記レセプタクル側保持部材には、隣接する前記第２リード部同士の間に前後方向に延
びた仕切部が一体に繋がって形成され、
　前記レセプタクル側グランド端子が、前記シェル部材と接触する接点部を前記プラグ側
嵌合部に露出させて前記仕切部に埋設されていることを特徴とする請求項１に記載のケー
ブルコネクタ。
【請求項３】
　前記シェル部材に、前記シェル部材の先端部から一体に繋がって前記レセプタクル側嵌
合部の先端側に延びて、前記プラグコネクタが前記レセプタクルコネクタと嵌合接続され
る際に前記レセプタクル側グランド端子と接触するプラグ側グランド端子が形成されてい
ることを特徴とする請求項１又は２に記載のケーブルコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、極細線の同軸ケーブルを接続するケーブルコネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　同軸ケーブルは、一般的に一本の電線中に２つの導電路たる芯線とシールド線（シール
ド層とも称する）とを配列させて構成される。具体的には、中心軸線上に芯線を配列し、
軸線から半径方向順番に芯線と同心円上の絶縁体、網状のシールド線、被覆絶縁体を配列
して形成されている。このような同軸ケーブルを電子機器と接続するために使用されるプ
ラグコネクタにおいては、芯線はプラグコンタクトに接続され（例えば、特許文献１参照
）、シールド線はグランド部材に接続される。
【０００３】
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　このような同軸ケーブルに使用されるプラグコネクタは、前述のプラグコンタクトを保
持する絶縁材料製の保持部材、保持部材の上下底部を覆うように取り付けられた金属製の
シェル部材、および前述のグランド部材を主体に構成される。一方、基板側に取り付けら
れるレセプタクルコネクタは、レセプタクルコンタクト、レセプタクルコンタクトを保持
する絶縁材料製の保持部材、保持部材の上下底部を覆うように取り付けられる金属製のシ
ールド部材、シェル部材に取り付けられたグランド端子を主体に構成される。そして、プ
ラグコネクタがレセプタクルコネクタと嵌合したときに、プラグコンタクトがレセプタク
ルコンタクトに接続されて電気信号が導通可能になるとともに、グランド端子がシェル部
材に接続されてグランド信号が導通可能となる。
【特許文献１】特開２００５－５１０２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　近年、この種のコネクタでは、電気機器（電子機器）の小型化に伴い、より一層の小型
化の要求が強くなってきているが、グランド端子とシールド部材とがそれぞれ別体に作ら
れるとグランド端子の配設スペースを確保することが困難であり、グランド接続を十分に
確保することができないという問題がある。特に、コネクタの低背設計や、コンタクトの
配列ピッチの狭小化が要求された場合には、複数のグランド端子を配列して、グランド接
続のポイント数を確保することが困難でありノイズ障害を十分に防止できないという問題
もある。
【０００５】
　本発明は、このような課題に鑑みてなされたものであり、グランド接続を十分に確保し
ノイズ障害を防止することができるケーブルコネクタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決するために本発明に係るケーブルコネクタは、プラグ側嵌合部（例えば
、実施形態におけるプラグ突起部１５）を有した絶縁材料製のプラグ側保持部材、先端に
位置する接触部をプラグ側嵌合部内に突出させてプラグ側保持部材に保持された複数のプ
ラグコンタクト、プラグ側保持部材の底部を覆うように設けられた金属製のシェル部材か
らなり、プラグコンタクトにケーブル（例えば、実施形態におけるケーブルアッセンブリ
１）の一端が接続されたプラグコネクタと、レセプタクル側嵌合部（例えば、実施形態に
おけるレセプタクル側空間５２）を有した絶縁材料製のレセプタクル側保持部材、先端に
位置する接触部をレセプタクル側嵌合部内に突出させてレセプタクル側保持部材に保持さ
れた複数のレセプタクルコンタクト、レセプタクル側保持部材の底部を覆うように設けら
れた金属製のシールド部材からなるレセプタクルコネクタとから構成され、レセプタクル
側嵌合部にプラグ側嵌合部を嵌合させてプラグコンタクトをレセプタクルコンタクトに接
続させるケーブルコネクタであって、レセプタクルコンタクトは、交互に並んで配列され
た複数の第１レセプタクルコンタクト（例えば、実施形態におけるレセプタクルコンタク
ト５０）および第２レセプタクルコンタクト（例えば、実施形態におけるレセプタクルコ
ンタクト５０′）からなり、第１レセプタクルコンタクトは、第１接触部（例えば、実施
形態におけるコンタクト部５０ａ）と、第１接触部から一体に繋がって後方側に延びレセ
プタクル側保持部材に保持される第１固定部（例えば、実施形態における圧入部５０ｂ）
と、第１固定部から一体に繋がってレセプタクル側嵌合部と反対側に配置される第１リー
ド部とを有し、第２レセプタクルコンタクトは、第２接触部と、第２接触部から一体に繋
がって後方側に延びレセプタクル側保持部材に保持される第２固定部と、第２固定部から
一体に繋がって前方側に折り返されてレセプタクル側嵌合部側に配置される第２リード部
とを有し、シールド部材には、レセプタクル側嵌合部内であって隣接する第２リード部同
士の間に、プラグコネクタのシェル部材と接触するグランド接続用のレセプタクル側グラ
ンド端子（例えば、実施形態における第２グランド端子７２）が一体に繋がって形成され
ている。
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【０００７】
　このように構成されたケーブルコネクタにおいて、レセプタクル側保持部材には、隣接
する第２リード部同士の間に前後方向に延びた仕切部（例えば、実施形態における第２仕
切部５７）が一体に繋がって形成され、レセプタクル側グランド端子が、シェル部材と接
触する接点部をプラグ側嵌合部に露出させて仕切部に埋設されていることが好ましい。
【０００８】
　また、シェル部材に、シェル部材の先端部から一体に繋がってレセプタクル側嵌合部の
先端側に延びて、プラグコネクタがレセプタクルコネクタと嵌合接続される際にレセプタ
クル側グランド端子と接触するプラグ側グランド端子（例えば、実施形態における第２グ
ランド端子３２）が形成されていることが好ましい。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明に関するケーブルコネクタによれば、コネクタの低背設計や、コンタクトの狭小
ピッチ化などの小型化の要求を満足しつつ、グランド接続のポイント数を十分に確保して
グランド接続の信頼性を向上することができるため、ノイズ障害を防止することができる
。また、レセプタクル側グランド端子をシールド部材と一体形成することにより、部品点
数を減らして組立工数を低減させることもできる。
【００１０】
　また、レセプタクル側グランド端子がシェル部材との接点部をプラグ側嵌合部に露出さ
せて仕切部に埋設される構成とすることで、接触不良が防止されグランド接続の信頼性を
向上することができる。
【００１１】
　さらに、シェル部材に、前記レセプタクル側グランド端子と接触するプラグ側グランド
端子が一体に形成される構成とすることで、グランド接続の信頼性をより向上させること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の好ましい実施形態について図面を参照しながら説明する。本実施形態に
係るケーブルコネクタを図１から図１８に示している。このコネクタは、図１に示すレセ
プタクルコネクタＲと、図９に示すプラグコネクタＰとから構成され、プラグコネクタＰ
がレセプタクルコネクタＲに嵌合して両コネクタが接続されるようになっている。
【００１３】
　プラグコネクタＰは、図１に示すように、ケーブルアッセンブリ１の端部に取り付けら
れており、基板等に設けられたレセプタクルコネクタＲと嵌合接続されるようになってい
る。ケーブルアッセンブリ１は、図７に示すように、同一平面上に配列された複数本の同
軸ケーブル２と、この同軸ケーブル２を挟んでそれぞれ設けられた第１グランドバー８お
よび第２グランドバー９とを有して構成される。
【００１４】
　各同軸ケーブル２の構造を図８に示しており、複数本の極細電線を寄り合わせて作られ
た芯線３の周囲に絶縁材料からなる内周側絶縁被覆４（第１絶縁被膜）を設け、この内周
側絶縁被覆４の外周に複数の極細電線を横巻きに円筒状に設けてなるシールド線５を設け
、このシールド線５の外周に絶縁材料からなる外周側絶縁被覆６（第２絶縁被覆）を設け
て同軸ケーブル２が構成されている。また、同軸ケーブル２の端部においては、端部側か
ら順に、芯線３、内周側絶縁被覆４、シールド線５および外周側絶縁被覆６がそれぞれ露
出するようになっている。
【００１５】
　第１グランドバー８は、金属材料を用いて板状に形成され、半田付け等により同軸ケー
ブル２に接合されるようになっている。これにより複数本の同軸ケーブル２が第１グラン
ドバー８に沿って同一平面上に並べられる。また、このとき同軸ケーブル２では、露出状
態にあるシールド線５が第１グランドバー８に（半田付けにより）接合され、シールド線
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５が第１グランドバー８と電気的に接続されるようになっている。
【００１６】
　第２グランドバー９は、金属材料を用いて第１グランドバー８と同様の板状に形成され
、第１グランドバー８とともに同軸ケーブル２を挟むようにして（第１グランドバー８と
略平行な向きで）、半田付けにより同軸ケーブル２と接合されるようになっている。また
、このとき第１グランドバー８と同様に、露出状態にある同軸ケーブル２のシールド線５
が第２グランドバー９に（半田付けにより）接合され、第２グランドバー９がシールド線
５を介して第１グランドバー８と電気的に接続されるようになっている。
【００１７】
　このようなケーブルアッセンブリ１の端部に取り付けられるプラグコネクタＰは、図１
および図２に示すように、金属製の複数のプラグコンタクト１０と、プラグコンタクト１
０を保持する絶縁材料性のプラグ側保持部材１１と、プラグ側保持部材１１の上下の底面
を覆うように設けられた金属製の第１および第２シェル部材３０，４０とを主体に構成さ
れる。
【００１８】
　プラグコンタクト１０は、プラグ側保持部材１１と一体にインサートモールドされ、プ
ラグ側保持部材１１の先端側において、ケーブルアッセンブリ１における同軸ケーブル２
の配列ピッチと同一のピッチで左右方向に並んで配設される。プラグコンタクト１０の基
端側は、プラグ側保持部材１１の中央部近傍に形成された露出部１７で露出しており、同
軸ケーブル２の芯線３と半田付けにより接合される。
【００１９】
　露出部１７の基端部では、プラグコンタクト１０の間に複数のリブ２１が立設され、こ
のリブ２１の間に同軸ケーブル２の芯線３が受容される第１ガイド溝２２（図３参照）が
形成される。露出部１７の先端部でも同様に、プラグコンタクト１０の間に複数のリブ２
３が立設され、このリブ２３の間に同軸ケーブル２の芯線３が受容される第２ガイド溝２
４（図３参照）が形成される。
【００２０】
　プラグ側保持部材１１は、図１に示すように、全体として横長のほぼ直方体に形成され
、基部１４と、基部１４の先端側から前方に突出する矩形板状のプラグ突起部１５と、プ
ラグ突起部１５の左右の端部に形成されたガイド突起部１６とを有して樹脂モールド成形
等により一体に形成されている。プラグ側保持部材１１の中央近傍には前述の露出部１７
が形成され、さらに露出部１７の基端側に繋がって後方側にケーブル収容部１８が形成さ
れている。このケーブル収容部１８に第１および第２グランドバー８，９を収容させるこ
とにより、ケーブルアッセンブリ１が位置決めされた状態でプラグ側保持部材１１に収容
されるようになっている。また、基部１４の上面の左右端部には、前後方向に延びたレー
ル溝２５と、このレール溝２５に繋がって平面視において略矩形状に開口した係合溝２６
とが形成されている。
【００２１】
　第１シェル部材３０は、図４に示すように、左右に延びたシェル本体部３０ａと、この
シェル本体部３０ａの先端から前方に延びた左右一対の第１グランド端子３１と、シェル
本体部３０ａの先端から前方に延び左右の第１グランド端子３１間に配置された複数の第
２グランド端子３２と、左右の第１グランド端子３１の外側端部から折り曲げられて上方
に起立した左右一対の側壁部３３と、本体部の左右の端部から折り曲げられて上方に起立
した左右一対の屈曲部３４とを有して形成される。この第１シェル部材３０は、プラグ側
保持部材１１と一体にインサートモールドされてプラグ側保持部材１１の下側底面から一
部が露出して取り付けられる。
【００２２】
　左右一対の側壁部３３は、図１～３に示すように、プラグ側保持部材１１のガイド突起
部１６の下面から上面に向かって突き抜けるようにしてそれぞれ埋設されており、上端部
がガイド突起部１６の上面側から突出され露出している。この側壁部３３の上端部には、



(6) JP 2009-199891 A 2009.9.3

10

20

30

40

50

側面視において略台形状のロック部３５が一体に繋がって形成されている。このように、
ロック部３５および第１シェル部材３０を一体化することにより、部品点数を減らして組
立工数を低減させることができることから、製造コストを低減させることが可能になる。
また、ロック部３５および第１シェル部材３０を一体化することによりロック部３５を接
地させることができることから、ノイズの発生をより防止することが可能になる。
【００２３】
　シェル本体部３０ａの後方側には６つの接続片３６が形成されており、図２に示すよう
に、この接続片３６に対しケーブルアッセンブリ１の第１グランドバー８がそれぞれ半田
付け（半田付け部３９参照）により接合され、第１シェル部材３０が第１グランドバー８
と電気的に接続されるようになっている。なお、第１シェル部材３０は、プラグコネクタ
ＰがレセプタクルコネクタＲと嵌合接続された状態で、後述するレセプタクルコネクタＲ
のシールド部材６０と接触し接地されるようになっている。
【００２４】
　第２シェル部材４０は、図５に示すように、矩形平板状の上面部４１と、上面部４１の
左右の端部から折り曲げられて下方に延びる左右一対の側壁部４２と、上面部４１の左右
の後端から折り曲げられて下方に延びる左右一対の後面壁４３と、上面部４１の左右の端
部から外側に向かって延びる係止部４４とから形成される。さらに、上面部４１の中央に
は、切り欠かれた３つの当接片４５が形成され、後面壁４３には、上面部４１の後端から
屈曲して後面壁４３の下方部まで延びる貫通孔４６が形成されている。
【００２５】
　この第２シェル部材４０は、図１（Ｂ）に示すように、側壁部４２がプラグ側保持部材
１１のレール溝２５を通ってプラグ側保持部材１１の上に被せられ、さらに前方にスライ
ド移動されて、後面壁４３がプラグ側保持部材１１の後端部に近接して、貫通孔４６に突
部２９が挿入された状態で取り付けられる。このとき、図１および図６に示すように、第
２シェル部材４０の係止部４４がプラグ側保持部材１１の係合溝２６内に折り曲げられて
嵌合されることにより、第２シェル部材４０とプラグ側保持部材１１とが係合保持される
。
【００２６】
　さらに、このとき図３に示すように、当接片４５がケーブルアッセンブリ１の第２グラ
ンドバー９に弾性変形した状態で当接し、第２シェル部材４０が第２グランドバー９、同
軸ケーブル２のシールド線５、および第１グランドバー８を介して第１シェル部材３０と
電気的に接続されるようになっている。これにより、簡便な構成でシールド線５等を介し
て第１シェル部材３０と繋がる第２グランドバー９を第２シェル部材４０と電気的に接続
させることができ、組立工数を低減させることができる。
【００２７】
　一方、レセプタクルコネクタＲは、図９および図１０に示すように、金属製の複数のレ
セプタクルコンタクト５０，５０′と、レセプタクルコンタクト５０，５０′を保持する
絶縁材料製のレセプタクル側保持部材５１と、レセプタクル側保持部材５１の上下面を覆
うように設けられたシールド部材６０とを主体に構成される。
【００２８】
　レセプタクル側保持部材５１は全体として横長のほぼ直方体に形成されており、前面側
には側壁により囲まれるとともに前方に開口したレセプタクル側空間５２が形成されてい
る。また、このレセプタクル側保持部材５１には、図１１に示すように、レセプタクル側
空間５２内に位置する部分に、レセプタクルコンタクト５０，５０′を圧入保持する第１
圧入孔５３および第２圧入孔５４が左右方向に交互に並んで形成されている。
【００２９】
　第１圧入孔５３は、図１３（Ａ）に示すように、前方に開口する前孔部５３ａと、前孔
部と繋がって後方に開口する後孔部５３ｂとからなり、レセプタクル側保持部材５１を前
後方向に貫通して形成される。第２圧入孔５４は、図１３（Ｂ）に示すように、前方に開
口する前孔部５４ａと、前孔部５４ａと繋がって後方に開口する後孔部５４ｂとからなり
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、レセプタクル側保持部材５１を前後方向に貫通して形成される。第１圧入孔５３にはレ
セプタクルコンタクト５０が後方側から圧入されて取り付けられており、第２圧入孔５４
にはレセプタクルコンタクト５０′が前方側から圧入されて取り付けられる。
【００３０】
　また、レセプタクル側保持部材５１には、図１３（Ａ），（Ｂ）に示すように、第１お
よび第２圧入孔５３，５４の前孔部５３ａ，５４ａにおいて、レセプタクルコンタクト５
０，５０′の先端部が上方に弾性的に変位できるように（図１６参照）、上面部に貫通孔
５５が形成される。さらに、第１および第２圧入孔５３，５４の前孔部５３ａ，５４ａに
おいて、レセプタクルコンタクト５０，５０′の先端部が横方向（左右方向）へ弾性的に
変位できないように（図１６参照）、前孔部間には前後方向に延びた第１仕切部５６が形
成されている。また、図１２に示すように、各第２圧入孔５４（前孔部５４ａ）の間には
、前後方向に延びた第２仕切部５７および第３仕切部５８が所定のピッチで左右方向に並
んで形成されており、この第２仕切部５７には後述するシールド部材６０の第２グランド
端子７２が埋設されて一部が上面から露出している。
【００３１】
　レセプタクルコンタクト５０，５０′は、上記のように第１および第２圧入孔５３，５
４に圧入固定され、プラグコネクタＰにおけるプラグコンタクト１０の配列ピッチと同一
のピッチで左右方向に交互に並んで配設される。レセプタクルコンタクト５０は、図１７
（Ａ）に示すように、第１圧入孔５３の前孔部５３ａ内に突出したコンタクト部５０ａと
、後孔部５３ｂ内に圧入される圧入部５０ｂと、圧入部５０ｂから下方に延びたリード部
５０ｃとから一体に構成される。一方、レセプタクルコンタクト５０′は、図１７（Ｂ）
に示すように、第２圧入孔５４の前孔部５４ａ内に突出したコンタクト部５０ａ′と、後
孔部５４ｂ内に圧入される圧入部５０ｂ′と、圧入部５０ｂ′から前方に延びたのち下方
に屈曲したリード部５０ｃ′とから一体に構成される。レセプタクルコンタクト５０，５
０′は、そのリード部５０ｃ，５０ｃ′の下面がそれぞれプリント基板（図示しない）の
信号パターンに半田付け等により電気的に接続されるようになっている。
【００３２】
　シールド部材６０は、図１４に示すように、金属材料を用いて略箱状に形成される。こ
のシールド部材６０は、板状に形成された上面部６１および下面部６２と、この上および
下面部６１，６２の左右の先端部を繋ぐ一対の板状の連結部６３とを有して形成される。
上面部６１の左右の端部には、プラグコネクタＰのロック部３５が係合可能なロック係合
孔６５が上下方向に貫通されて形成されている。下面部６２には、図１４および図１５に
示すように、この下面部６２の左右先端部から折り曲げられて後方側に突出した２つの第
１グランド端子７１と、下面部の中央先端部から上方に延びたのち前方側に屈曲しさらに
下方に折り返された５つの第２グランド端子７２と、下面部の中央後端部から後方側に突
出して延びた８つの半田付端子部７０とを有して形成される。なお、このシールド部材６
０は、レセプタクル側保持部材５１と一体にインサートモールドされて、レセプタクル側
保持部材５１の上側底面からは上面部６１の一部が露出され（図９参照）、下側底面から
は下面部６２の一部が露出された状態で埋設されている（図１０参照）。
【００３３】
　第１グランド端子７１は、プラグコネクタＰの第１グランド端子３１の配列ピッチと同
一のピッチで左右方向に並んで配設される。この第１グランド端子７１は、図１３（Ｃ）
に示すように、レセプタクル側保持部材５１の下面部に埋設され、レセプタクル側空間５
２内においてプラグコネクタＰの第１グランド端子３１と接触する接触部（上面部）が露
出している。
【００３４】
　第２グランド端子７２は、プラグコネクタＰの第２グランド端子３２の配列ピッチと同
一のピッチで左右方向に並んで配列される。この第２グランド端子７２は、図１３（Ａ）
に示すように、レセプタクル側保持部材５１の第２仕切部５７に埋設されており、レセプ
タクル側空間５２内においてプラグコネクタＰの第２グランド端子３２と接触する接触部
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（上面部）が第２仕切部５７の上端部から露出している。
【００３５】
　このようにレセプタクルコネクタＲでは、レセプタクルコンタクト５０，５０′のリー
ド部５０ｃ，５０ｃ′を交互に前後にずらして千鳥状に並べた配列としているため、隣接
するレセプタクルコンタクト５０′の間に第２グランド端子７２を配設するスペース（第
２仕切部５７）を形成することができ、これによりコンタクトの配列ピッチを狭小化した
場合でも、複数のグランド端子を配列してグランド接続を十分に確保することができる。
【００３６】
　なお、第１および第２グランド端子７１，７２は、下面部において一体に形成された半
田付端子部７０がプリント基板（図示しない）のグランドパターンに半田付け等により接
合されて電気的に接続されるようになっている。
【００３７】
　以上のような構成のプラグコネクタＰとレセプタクルコネクタＲとが、図１６に示すよ
うに、プラグコネクタＰのプラグ突起部１５およびガイド突起部１６をレセプタクルコネ
クタＲのレセプタクル側空間５２内に入り込ませて嵌合接続される。このとき、図１６（
Ｂ），（Ｃ）に示すように、まず、プラグコネクタＰのロック部３５が最初にレセプタク
ルコネクタＲのシールド部材６０の上面部６１に接触していきロック係合孔６５と係合す
るようになっている。これによりプラグコネクタＰの金属部分を最初にレセプタクルコネ
クタＲの金属部分と接触させることができることから、レセプタクルコネクタＲと嵌合接
続させる際に静電気等（帯電している部材の負荷）を接地側へ逃がすことが可能になる。
さらに、ロック部３５がロック係合孔６５と係合することにより、プラグコネクタＰとレ
セプタクルコネクタＲとの嵌合がロック保持されることになる。
【００３８】
　また、このとき、図１７（Ａ），（Ｂ）に示すように、プラグコネクタＰの各プラグコ
ンタクト１０が、対応するレセプタクルコンタクト５０，５０′のコンタクト部５０ａ，
５０ａ′と接触してそれぞれ電気的に接続される。このとき、プラグコンタクト１０は細
長い線状の部材であるが、平板状のプラグ突起部１５により支持されて補強された状態で
レセプタクル側空間５２内にこのプラグ突起部１５とともに挿入されるので、プラグコン
タクト１０の変形のおそれはない。
【００３９】
　また、このようにして両コネクタＰ，Ｒを嵌合接続させると、図１８（Ａ）に示すよう
に、プラグコネクタＰの第１グランド端子３１がレセプタクルコネクタＲの第１グランド
端子７１に接触して電気的に接続されるとともに、図１８（Ｂ）に示すように、プラグコ
ネクタＰの第２グランド端子３２がレセプタクルコネクタＲの第２グランド端子７２に接
触して電気的に接続される。ここで、レセプタクルコネクタＲにおいて第１および第２グ
ランド端子７１，７２が形成されるシールド部材６０は、半田付端子部７０によりプリン
ト基板（図示しない）のグランドパターンにグランド接合されているので、グランド端子
３１，３２，７１，７２を介してプラグコネクタＰの第１および第２シェル部材３０，４
０がグランド接続されるとともに、同軸ケーブル２のシールド線５がグランド接続される
。したがって、グランド接続の接続ポイント数を多点とすることで電気抵抗値を大きく下
げることができ、両コネクタＰ，Ｒにおいてノイズの発生を防止することができる。
【００４０】
　また、これに対し、プラグコネクタＰのプラグ突起部１５およびガイド突起部１６をレ
セプタクルコネクタＲのレセプタクル側空間５２から引き抜くことにより、ロック部３５
がロック係合孔６５から外れてロック保持が解除され、プラグコネクタＰをレセプタクル
コネクタＲから取外すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】本実施形態に係るケーブルコネクタを構成するプラグコネクタを示す平面図およ
び正面図である。
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【図２】プラグコネクタを示す背面図および底面図である。
【図３】プラグコネクタを図１の矢印Ｖ－Ｖに沿った断面図である。
【図４】第１シェル部材を示す平面図、正面図および側面図である。
【図５】第２シェル部材を示す背面図および平面図である。
【図６】プラグコネクタを図１の矢印IV－IVに沿った要部断面図である。
【図７】ケーブルアッセンブリを示す平面図および正面図である。
【図８】同軸ケーブルの構造を示す斜視図である。
【図９】上記プラグコネクタと嵌合接続するレセプタクルコネクタを示す平面図および正
面図である。
【図１０】レセプタクルコネクタを示す底面図および背面図である。
【図１１】シールド部材が装着されたレセプタクル側保持部材を示す平面図および正面図
である。
【図１２】上記レセプタクル側保持部材を図１１の矢印Ｗ－Ｗに沿った断面図である。
【図１３】上記レセプタクル側保持部材を図１１の矢印VI－VIに沿った断面図、矢印IX－
IXに沿った断面図および矢印Ｘ－Ｘに沿った断面図である。
【図１４】シールド部材を示す底面図および背面図である。
【図１５】シールド部材を示す側面図である。
【図１６】（Ａ）は、プラグコネクタがレセプタクルコネクタと嵌合接続された状態を示
す平面図であり、（Ｂ）は、プラグコネクタがレセプタクルコネクタと嵌合接続された状
態を示す側面図であり、（Ｃ）は、プラグコネクタがレセプタクルコネクタから離れた状
態を示す側面図である。
【図１７】プラグコネクタがレセプタクルコネクタと嵌合接続された状態であって、（Ａ
）は、プラグコンタクトが一方のレセプタクルコンタクトと接触した状態を示す側面断面
図であり、（Ｂ）はプラグコンタクトが他方のレセプタクルコンタクトと接触した状態を
示す側面断面図である。
【図１８】プラグコネクタがレセプタクルコネクタと嵌合接続された状態であって、（Ａ
）は、第１グランド端子同士が接触した状態を示す側面断面図であり、（Ｂ）は、第２グ
ランド端子同士が接触した状態を示す側面断面図である。
【符号の説明】
【００４２】
Ｐ　プラグコネクタ
Ｒ　レセプタクルコネクタ
１　ケーブルアッセンブリ
２　同軸ケーブル
３　芯線
５　シールド線
１０　プラグコンタクト
１１　プラグ側保持部材
１５　プラグ突起部
３０　第１シェル部材
３２　第２グランド端子（プラグ側グランド端子）
４０　第２シェル部材
５０，５０′　レセプタクルコンタクト
５０ａ，５０ａ′　コンタクト部
５０ｂ，５０ｂ′　圧入部
５０ｃ，５０ｃ′　リード部
５１　レセプタクル側保持部材
５２　レセプタクル側空間
５７　第２仕切部
６０　シールド部材
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７２　第２グランド端子（レセプタクル側グランド端子）

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】

【図７】
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【図１０】 【図１１】
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